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新 潟 県 津 南 町

い
っ
ぱ
い

　
と
れ
た
ぞ
ー
！



つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

津南中学校　体育祭

スポーツの秋を迎え

津南中学校では体育祭が開催されました

仲間を鼓舞し　相手を称え　

正々堂々と戦う彼らの姿に

胸が熱くなりました
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見て・知って・得をする　かわらばん　
健康づくり 100 日運動　年金コーナー　議会コーナー
ガンバレ！おらどこの津南のしょ
津南病院いろいろ発見！
いきいき大好き津南町
だんだんどうも地域包括支援センターです
令和 7 年度 魚沼基幹病院 病院セミナー
つなんの文芸
大地の芸術祭
地域おこし協力隊だより　農業の豆知識
Tap でいこう‼　継業サポートセンターからのお便り
広報ライブラリー
うもれあ日記　苗場山麓ジオパーク日本認定 10 周年　
なじょもん通信
町長の部屋 2

つなん

70 ちゃんねる　防災メール　戸籍の窓
広報編集室　津南町の人口

regulars

04 【特集】
令和６年度  決算報告

19 敬老の日

14 ニュー・グリーンピア津南施設
町民説明会のご報告



広報 4令和７年10月号

目的別
歳　入

38億9,030万円
地方交付税
（43.3％）

10億8,136万円
国・県支出金
（12.0％）

11億1,704万円
町税

（12.4％）

4億6,109万円
繰越金（5.1％）

2億1,563万円
諸収入（2.4％）

8億542万円
繰入金
（9.0％）

5億9,770万円
その他（6.8％）

4億398万円
町債（4.5％）

2億3,477万円
地方消費税交付金
（2.6％）

9,313万円
地方譲与税（1.0％） 8,473万円

その他（0.9％）

依
存
財
源
64.3％　　　

　 自主財源 35.7％
　
　
　
　
　
　
　

特 
集
Topic

決
算
報
告

決
算
報
告

令和
６年度

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

▼歳入合計

89億8,515万円

6億531万円
固定資産税
（54.2％）

2億8,055万円
個人町民税
（25.1％）

1億1,288万円
法人町民税
（10.1％）

6,830万円
町たばこ税
（6.1％）

4,502万円
軽自動車税
（4.0％）

496万円
入湯税
（0.4％）

町 税 の内訳

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
89
億
８
，
５
１
５
万
円
で
前
年
度
比

６
億
１
，
４
０
７
万
円
の
増
（
7.3
％
増
）、

歳
出
が
84
億
７
１
６
万
円
で
前
年
度
比

４
億
９
，
７
１
８
万
円
の
増
（
6.3
％
増
）
と

な
り
、
差
引
５
億
７
，
７
９
９
万
円
を
令
和

７
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に

過
去
の
決
算
額
と
比
べ
高
い
水
準
と
な
り

ま
し
た
。
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
生
活
者
や
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め

の
事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
令
和
７
年
２
月

の
豪
雪
を
受
け
て
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
津
南
町
豪
雪
等
対
策
基

金
を
活
用
し
除
排
雪
等
に
関
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
自
主
的
な
収
入
で
あ
る
自
主
財

源
は
31
億
９
，
６
８
９
万
円
、
前
年
度
比

６
億
６
，
８
１
６
万
円
の
増
（
26.4
％
増
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は
２
億
８
，

０
５
５
万
円
で
前
年
度
比
２
，
９
４
３
万
円

の
減
（
9.5
％
減
）、
法
人
町
民
税
は
１
億
１
，

２
８
８
万
円
で
前
年
度
比
３
，
０
１
５
万
円

の
増
（
36.4
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
は
前
年
度
比
３
４
９
万
円

の
減
（
0.6
％
減
）、
軽
自
動
車
税
は
前
年
度

比
62
万
円
の
増
（
1.4
％
増
）、
町
た
ば
こ
税

は
前
年
度
比
２
４
５
万
円
の
減
（
3.5
％
減
）、

入
湯
税
は
前
年
度
比
18
万
円
の
減
（
3.4
％

減
）
と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
11
億
１
，

７
０
４
万
円
で
前
年
度
比
４
７
８
万
円
の
減

（
0.4
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

皆
様
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
使
い
み
ち
と
、
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



5 広報 令和７年10月号

16億6,687万円
民生費
（19.8％）

8億4,915万円
土木費
（10.1％）

8億6,798万円
農林水産業費
（10.3％）

6億9,455万円
公債費
（8.3％）

10億3,602万円
教育費
（12.3％）

17億3,701万円
総務費
（20.7％）

8億3,430万円
衛生費
（9.9％）

2億5,912万円
商工費（3.1％）

3億7,318万円
消防費（4.4％）

827万円
災害復旧費（0.1％）

目的別
歳　出

8,071万円
その他（1.0％）

特集 令和６年度　決算報告

特
別
会
計
及
び

公
営
企
業
会
計

歳
出
の
増
減
要
因

▼歳出合計

84億716万円

性質別歳出
前年度比

人件費 14 億 4,152 万円 8.5%

物件費 10 億 4,444 万円 16.4%

維持補修費 4 億 526 万円 27.6%

扶助費 5 億 3,102 万円 -17.5%

補助費等 20 億 2,533 万円 7.8%

公債費 7 億 1,455 万円 -0.5%

積立金 6 億 2,085 万円 92.3%

投資及び
出資金・貸付金 3 億 7,222 万円 296.8%

繰出金 5 億 5,207 万円 -48.4%

普通建設事業費 6 億 9,163 万円 8.5%

災害復旧事業費 827 万円 284.2%

合　計 84 億 716 万円 6.3%

会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 9 億 5,750 万円 9 億 1,315 万円

後期高齢者医療 1 億 4,876 万円 1 億 4,472 万円

介護保険 19 億 9,891 万円 18 億 1,769 万円

簡易水道事業 1 億 7,993 万円 1 億 6,828 万円

下水道事業 4 億 130 万円 3 億 6,830 万円

農業集落排水事業 2 億 5,930 万円 2 億 3,574 万円

病院事業 12 億 8,418 万円  13 億 9,835 万円

合　計 52 億 2,988 万円  50 億 4,623 万円

　

特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
計
で
独
立
採
算
が
原
則
で
す
。

　

必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

の
歳
入
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般

会
計
か
ら
財
源
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
に
は

主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た
起
債
償
還
分
を
繰

り
出
し
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
建
設
事
業
の

量
に
よ
り
大
き
く
増
減
す
る
会
計
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会

計
は
、
法
律
や
制
度
改
正
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
会
計
で
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
関
連
事
業
や
定
額
減
税
補
足
給
付
金

事
業
が
増
と
な
り
、
総
務
費
が
前
年
度
比

５
億
５
，
１
５
０
万
円
増
（
46.5
％
増
）
と
な

り
、
増
加
額
と
し
て
は
最
も
大
き
く
な
り
ま

し
た
。

　

次
い
で
、
学
校
給
食
公
会
計
化
に
よ
る
給

食
材
料
費
等
の
皆
増
に
よ
り
、
教
育
費
が
前

年
度
比
１
億
６
，６
５
５
万
円
増
（
19.2
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
業
関
連
補
助
事
業
が
減
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
業
費
が
前
年
度
比

２
億
３
，
７
７
０
万
円
減
（
21.5
％
減
）
と
な

り
、
減
少
額
と
し
て
は
最
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
津
南
病

院
へ
の
補
助
金
や
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
・
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
な
ど
へ

の
負
担
金
で
あ
る
補
助
費
等
の
割
合
が
高

く
20
億
２
，
５
３
３
万
円
で
、
前
年
度
比

１
億
４
，
７
３
２
万
円
の
増
（
7.8
％
増
）
と

な
り
、
他
の
項
目
と
比
較
し
て
も
全
体
に
占

め
る
金
額
は
最
も
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

２
番
目
が
職
員
の
給
与
や
各
種
手
当
、

福
利
厚
生
費
な
ど
の
人
件
費
14
億
４
，

１
５
２
万
円
で
、
前
年
度
比
１
億
１
，

３
４
２
万
円
の
増
（
8.5
％
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
増
減
率
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
体
に
占
め
る
金
額
は
２
番
目
に
大
き
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
番
目
が
主
に
委
託
料
や
使
用
料
な
ど
の

物
件
費
10
億
４
，
４
４
４
万
円
で
、
前
年
度

比
１
億
４
，
７
５
３
万
円
の
増
（
16.4
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

積
立
金
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増

等
に
よ
り
２
億
９
，
８
０
０
万
円
の
増
（
92.3

％
増
）
と
大
幅
に
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
は
任
意
に
節

減
で
き
な
い
経
費
な
の
で
義
務
的
経
費
と
呼

ば
れ
、
こ
の
性
質
の
経
費
が
占
め
る
比
率
が

大
き
い
ほ
ど
財
政
構
造
が
硬
直
化
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

財
政
構
造
の
硬
直
化

　
財
源
の
う
ち
、
固
定
的
に
毎
年
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
費
用
が
増
大
し
て
し
ま
い
、
新
規
に
予
算
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。
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令和6年度令和4年度 令和5年度

11.1% 11.6% 11.6%

令和4年度

令和5年度

令和6年度27.8%

23.4%
16.6%

財
政
健
全
化
法
施
行
以
来

17
年
連
続
黒
字
で
す

全
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
な
し

実
質
赤
字
比
率

危ない!!

350％以上だと

令和4年度 令和5年度 令和6年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

15％以上だと

危ない!!

令和4年度 令和5年度 令和6年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

20％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

危ない!!

25％以上だと
実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

財
政
状
況

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を

可
能
な
限
り
早
く
把
握
し
、
財
政
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
平
成
19
年
に
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
法
律
で
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、
２
つ

の
基
準
と
の
比
較
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を

超
え
る
と
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

強
制
力
や
総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会

計
の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、
黒
字
か
赤
字
か
を
判

断
す
る
指
標
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は

「
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全

会
計
の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
連
結
し
て
全
会
計
の

合
計
も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
指
標
は
「
な
し
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

公
債
費
と
は
、
町
債
（
借
金
）

の
元
利
償
還
金
で
あ
り
、
一
般
会

計
の
ほ
か
簡
易
水
道
、
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
及
び
病
院
会
計
に
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
消
防
（
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
）
や
清
掃
（
津
南
地
域
衛

生
施
設
組
合
）
な
ど
一
部
事
務
組

合
の
会
計
で
も
元
利
償
還
金
が
あ

り
、
町
が
相
当
分
の
負
担
金
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と

と
ら
え
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
は
そ
の

種
類
に
よ
り
交
付
税
措
置
が
あ
る

た
め
、
実
質
の
公
債
費
と
標
準
財

政
規
模
か
ら
交
付
税
措
置
相
当
分

を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

　

本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は

「
11.6
％
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
背
負

っ
て
い
る
借
金
等
将
来
負
担
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に

は
、
町
債
現
在
高
（
全
会
計
の
現

在
高
の
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
の
借
金

の
う
ち
津
南
町
の
持
分
の
現
在
高
を
含

む
）
や
将
来
の
支
出
が
決
ま
っ
て

い
る
経
費
、
町
職
員
が
い
っ
せ

い
に
退
職
し
た
と
仮
定
し
た
場

合
の
退
職
金
（
退
職
手
当
引
当
金
相

当
額
）
な
ど
を
合
計
し
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
か
ら
、
貯
金
で

あ
る
基
金
現
在
高
や
町
債
現
在

高
に
係
る
交
付
税
措
置
予
定
額

な
ど
を
差
し
引
い
て
実
質
的
な

将
来
負
担
を
算
出
し
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
負
担
比
率
は

「
16.6
％
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
呼
び
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、

こ
れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別

に
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、
本
町
の
会
計

で
は
「
簡
易
水
道
」「
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
」「
農
業
集
落

排
水
」「
病
院
」
の
４
つ
の
会
計
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会

計
を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不

足
比
率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
額
（
赤
字
額
）
の
事
業
規
模
に

占
め
る
割
合
を
算
出
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
」「
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
」「
農
業
集
落
排
水
」

は
黒
字
の
た
め
、
資
金
不
足
比
率

は
「
な
し
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
病
院
」
は
、
町
か
ら
運
営
費

を
３
億
６
，
４
０
３
万
円
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
も

資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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特集 令和６年度　決算報告

■町民一人当たりに使われたお金は町民一人当たり
（一般会計）

項目別一人当たり金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査等に

13 億 4,703 万円
2 億 5,126 万円

5,857 万円
5,833 万円
2,181 万円

160,859 円
30,005 円

6,994 円
6,966 円
2,605 円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
高齢者の福祉に
令和 7年豪雪の対応に

5 億 816 万円
5 億 7,031 万円
5 億 6,987 万円

1,854 万円

60,683 円
68,105 円
68,052 円

2,214 円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設費の償還などに
津南病院の整備などに

2 億 4,748 万円
1 億 7,178 万円

2,376 万円
3 億 9,129 万円

29,553 円
20,513 円

2,837 円
46,727 円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

8 億 1,078 万円
5,720 万円

96,821 円
6,831 円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

1 億 5,211 万円
1 億 701 万円

18,165 円
12,778 円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

2 億 683 万円
3 億 1,278 万円

371 万円
3 億 726 万円

1,857 万円

24,699 円
37,351 円

444 円
36,692 円

2,218 円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

1 億 2,020 万円
2 億 2,805 万円
1 億 5,254 万円
4 億 6,559 万円

6,963 万円

14,354 円
27,233 円
18,216 円
55,600 円

8,315 円

議　会　費 議会活動に 8,006 万円 9,561 円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 65 万円 77円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 3 億 7,318 万円 44,564 円

災害復旧費 災害の復旧に 827 万円 987 円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 6 億 9,455 万円 82,942 円

※令和7年3月31日現在の
　人口8,374人で換算 100万3,961円
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13億575万円
十日町市
（71.0％）

3億5,547万円
津南町
（19.3％）

1億1,200万円
組合債（6.1％）

16 億 6,122 万円　
分担
金・

負
担
金
（
90
.3
％
）歳入

18億3,838
万円

5,823万円
繰越金（3.2％）

619万円
諸収入（0.3％）

74万円
使用料・手数料
（0.1％未満）

11億1,173万円
常備消防費
（62.6％）

1億7,496万円
非常備消防費
（9.9％）

6,204万円
消防施設費
（3.5％）

49万円 議会費（0.1％未満）

3億9,327万円
公債費
（22.2％）

3,260万円 総務費（1.8％）

13 億 4,873 万円
　消
防

費
（
76
.0
％
）

歳出
17億7,509
万円

財
産
の
状
況

町
債
（
借
金
）
の
状
況

消
防
業
務
な
ど

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,987,706㎡ 0.0%
建　　　物 128,249㎡ -0.4%
山
林

面　積 2,041,755㎡ 0.0%
立　木 16,396㎥ 0.0%

物権（温泉権） 6 件 0.0%
有　価　証　券 5,985 万円 0.0%
貸　付　金 2 億 2,406 万円 -7.7%

出資による権利 1 億 8,662 万円 -0.1%

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0%
山林立木 26,410㎥ 0.0%
預　　金 23 億 741 万円 -15.3%

備　　　品 車両・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 57 億 2,907 万円 -4.9%

簡易水道事業会計 4 億 1,155 万円 -2.2%
特定環境保全公共下水道事業会計 18 億 2,690 万円 -10.0%
農業集落排水事業会計 8 億 8,559 万円 -16.6%

病院事業会計 4,500 万円 -23.5%
合　　　　　　　計 88 億 9,811 万円 -7.2%

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

一般会計

家畜指導診療所特別会計

歳入 歳出 繰越金
4,114 3,897 217

（単位：万円）

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学

校
・
保
育
園
な
ど
土
地
・
建
物
の
不

動
産
の
ほ
か
、
山
林
の
立
木
、
町
内

６
箇
所
の
温
泉
権
、
株
券
な
ど
の
有

価
証
券
や
貸
付
金
・
出
資
金
な
ど
に

よ
る
権
利
、
貯
金
で
あ
る
基
金
、
車

両
や
事
務
機
器
な
ど
の
備
品
が
あ
り

ま
す
。

　

基
金
に
は
預
金
と
中
沢
山
の
山
林

が
あ
り
ま
す
。
預
金
で
あ
る
基
金
は

財
政
調
整
の
た
め
の
基
金
の
ほ
か
、

地
域
経
済
活
性
化
や
地
域
福
祉
な

ど
、
事
業
の
目
的
ご
と
に
設
置
さ
れ

　

町
債
と
は
、
町
が
事
業
を
行
う
と
き
に
、
歳
入
不

足
を
補
う
た
め
借
り
入
れ
る
長
期
間
の
借
金
で
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
の

た
め
の
借
金
が
95
％
、
過
疎
対
策
の
た
め
の
借
金
が

70
％
、
下
水
道
整
備
の
た
め
の
借
金
が
50
％
な
ど
と

種
類
に
よ
り
率
は
異
な
り
ま
す
が
、
後
年
度
に
地
方

交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
全
会
計
の
令
和
６
年
度
末
町
債
残
高
は

88
億
９
，
８
１
１
万
円
で
、
前
年
度
比
６
億
９
，

４
９
８
万
円
の
減
（
7.2
％
減
）
と
な
り
、
町
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
１
０
６
万
円
に
な
り

ま
す
。

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出

し
合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導
診
療

所
な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
一

部
事
務
組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら

支
出
し
て
い
ま
す
。

て
お
り
、
20
種
類
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
財
政
調
整
基
金
の

４
億
４
，
０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ

り
基
金
総
額
は
前
年
比
４
億
１
，
５
９
４
万

円
減
の
23
億
７
４
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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歳 入
3億5,176万円

  組合
費 

68
.8
％

十日町市
（3.2％）

栄村
（12.2％）

使用料
及び手数料
（7.4％）

繰入金
（8.0％）

繰越金
（12.5％）

諸収入
（3.3％）

使用料
（5.3％）

手数料
（2.1％）

財産収入
（0.1％未満）

津南町
（53.4％）

歳 出
3億2,572万円

衛生費 85.
6 ％

塵芥処理費
（48.2％）

じんかい

し尿処理費
（16.9％）

議会費
（0.1％未満）

公債費
（0.9％）

斎場費
（14.9％）

総務費
（13.5％）

最終処分場費
（4.1％）

清掃総務費
（1.5％）

＝ 1.5t

ゴミ袋

普通乗用車に
例えると…

約2,520台分約2,520台分

特集 令和６年度　決算報告

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

［年間利用実績］

斎　　場　287件（内：津南町195件）前年度比10件増
	 　※火葬１件当たりの経費：90,450円（建設的経費を除く）

ごみ処理　ごみ搬入量：3,781トン（内：津南町3,275トン）前年度比1.3％減

燃えるごみ 3,110トン 埋立ごみ 65トン
金属ごみ 101トン 古紙 337トン
空びん 96トン ペットボトル 26トン空　缶 46トン 白色トレイ

	 　※ごみ１トン当たりの処理経費：47,100円（建設的経費を除く）

し尿処理　総搬入量：2,988㎘（内：津南町1,887㎘）前年度比8％減
	 　※１㎘当たりの経費：21,000円（建設的経費を除く）

Q：衛生施設組合で処理される年間のごみの量ってどれくらい？

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松
之

山
町
の
区
域
）・
長
野
県
栄
村
の
３
市
町
村
で

構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共
同
処

理
を
行
っ
て
い
る
「
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
」
の
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

く
ら
し

要
援
護
世
帯
の
除
雪
に
対
す
る
援
助

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

　

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
身

体
障
害
者
の
か
た
等
に
対
し
て
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
玄
関
先
（
避
難
路
）
の
除
雪
費
、

融
雪
屋
根
の
灯
油
代
を
援
助
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に
援
助
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯

①
65
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

②
世
帯
主
が
身
体
障
害
１
〜
４
級
の
世
帯

③
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
義
務
教
育
修
了

前
の
児
童
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

④
そ
の
ほ
か
要
援
護
に
準
ず
る
世
帯

【
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。】

①
生
活
保
護
世
帯

②
町
民
税
課
税
世
帯

③
世
帯
員
の
ど
な
た
か
が
、
世
帯
外
の
か
た
の

税
法
上
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
世
帯

④
親
戚
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
る
世
帯
（
子

や
孫
の
協
力
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

11
月
12
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程
（
予
定
）

　

11
月
12
日
㈬
か
ら
14
日
㈮
ま
で
の
３
日
間

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

11
月
は「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

に
よ
る
火
災
防
止
月
間
」で
す

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
不
足
額
給

付
）に
係
る「
確
認
書
」・「
申
請
書
」

等
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

⑤
現
に
居
住
し
て
い
な
い
住
居

■
援
助
内
容

　

除
雪
利
用
券
の
配
布
ま
た
は
融
雪
屋
根
用

の
灯
油
代
補
助
を
行
い
ま
す
。（
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
助
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。）

■
申
請
方
法

　

各
地
区
担
当
民
生
委
員
が
ご
自
宅
を
訪
問

し
、世
帯
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
の
で
、

民
生
委
員
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

11
月
７
日
㈮
ま
で

■
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

町
が
給
付
金
の
対
象
と
な
る
か
た
宛
に
発

送
し
た
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足
額

給
付
）
に
係
る
「
確
認
書
」
や
「
申
請
書
」

等
つ
い
て
、
提
出
期
限
が
10
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
が
お
済
み
で
な
い
か

た
は
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
期
限
ま

で
に
提
出
が
な
い
場
合
は
、
給
付
金
の
支
給

　

環
境
省
で
は
、
近
年
頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
使
用
製
品
に
よ
る

使
用
時
・
廃
棄
時
の
火
災
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
令
和
７
年
９
月
か
ら
12
月
を
「
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
火
災
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
期
間
と
し
、
特
に
11
月
を
「
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
火
災
防
止
月
間
」
と
定

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
カ
イ
ロ
や
電
熱
ベ

ス
ト
等
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し

た
温
熱
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
季

節
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
使
用
製
品
や
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
使
用
製
品
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
特
設
サ
イ
ト
」、

ま
た
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

　

特
設
サ
イ
ト

■
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
辞
退
し
た
と
み
な
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
定
額
減
税
補
足
給
付
金
担
当

　

℡
７
６
１
‐
７
０
８
８
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
か

け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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イ
ベ
ン
ト

懐
か
し
の
あ
の
料
理
、教
え
ま
す

郷
土
料
理
教
室
参
加
者
募
集
！

人
権
擁
護
委
員
山
田
隆
一
さ
ん

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

「
飯
山
線
を
見
た
ら

手
を
ふ
ろ
う
」運
動
に
つ
い
て

　

町
公
民
館
で
は
、「
郷
土
料
理
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
対
象
者
は
老
若
男
女
、
町
内

在
住
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
家

族
に
喜
ば
れ
る
料
理
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
第
７
回
目
）

　

11
月
19
日
㈬　

午
後
７
時
か
ら
９
時

■
講
師　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

■
内
容　

あ
ん
ぼ

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

■
場
所

　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

■
参
加
申
し
込
み

　

11
月
12
日
㈬　

町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４
へ
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
山
田
隆

一
さ
ん
（
津
南
町
在
住
）
が
、
法
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相
談
や
人
権
侵

害
の
救
済
の
ほ
か
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
に
向
け
人
権
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
道
な
活
動

は
、
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は
、
平
成
15
年
か
ら
長
年
に
わ

た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
を
さ
れ
、

人
権
教
育
や
人
権
啓
発
に
多
方
面
か
ら
携
わ

り
、
日
々
多
く
の
こ
と
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

法
務
大
臣
表
彰
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、
と

も
に
協
力
し
な
が
ら
、
全
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
い
て
い
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会
で
は
沿

線
住
民
の
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
の
醸
成
及
び
観

光
客
の
満
足
度
向
上
を
目
的
と
し
て
、「
飯

山
線
を
見
た
ら
手
を
ふ
ろ
う
」
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
対
象
駅
の
窓
口

で
「
手
を
ふ
ろ
う
運
動
に
参
加
し
ま
す
！
」

と
宣
言
す
る
と
、
飯
山
線
デ
ザ
イ
ン
の
う
ち

わ
が
も
ら
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
実
施
期
間

　

11
月
30
日
㈰
ま
で

　

※
予
定
数
が
な
く
な
り
次
第
終
了

津
南
町
町
制
施
行
70
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

「
第
４
回
つ
な
ん
軽
ト
ラ
市
」

を
開
催
し
ま
す

　

町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
ま
す
。
軽
ト
ラ
市

で
は
地
元
特
産
品
、
野
菜
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

作
品
等
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
除
雪
車
展
示
・
試
乗
体
験
、

子
ど
も
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、

津
南
町
建
築
協
議
会
に
よ
る
木
工
教
室
等
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
で
楽
し
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

令
和
７
年
11
月
３
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

■
場
所　

津
南
町
役
場
前
駐
車
場

※
同
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
津
南
町
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、「
津
南
町
町
制
施

行
70
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
軽
ト
ラ
市
に
つ
い
て

　

津
南
町
商
工
会

　

℡
７
６
５
‐
２
３
０
１

・
除
雪
車
展
示
・
試
乗
体
験
に
つ
い
て

　

津
南
町
役
場
建
設
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

シ
ニ
ア
カ
ー
講
習
会
に
つ
い
て

　

シ
ニ
ア
カ
ー
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
カ
ー
っ
て
歩
行
者
？
自
動
車
？

　

シ
ニ
ア
カ
ー
の
普
及
が
進
む
今
、
正
し
い

乗
車
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
シ
ニ
ア
カ
ー
を
お
持
ち
で
な
い
、
こ

れ
か
ら
購
入
を
考
え
て
い
る
か
た
も
試
乗
が

出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
31
日
㈮　

午
前
10
時
か
ら
11
時

■
場
所

　

津
南
町
役
場　

第
２
駐
車
場

　
（
内
山
司
法
書
士
様
向
か
い
側
）

※
雨
天
（
役
場
３
階 

大
会
議
室
に
て
、講
話
の
み
）

■
内
容

・
実
技
講
習

・
警
察
に
よ
る
講
話

■
定
員

　

20
名

■
参
加
費

　

無
料

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
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　前月までに100日運動カードを提出いた
だいたかたを、このコーナーでご紹介します

（敬称略）

健康体力健康体力
づくりづくり 100日運動100日運動

	3200日	城澤作義（小下里）
	2500日	藤ノ木良子（小下里）
	1900日	桑原正（船山）
1500日	中澤久征（中深見）
	 100日	根津勝子（赤沢）

主な運動：ラジオ体操、リハビリ体操、エアロバイク
	 	   ウォーキング他

＜実施された行事＞
〔９月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 26日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 定例会（議長、組合議員）
	 30日	 第6回臨時会
〔10月〕
	 6日	 議会広報特別委員会
	 7日	 議会運営委員会
	 7日	 全員協議会
	 7日	 建策要望検証会
	 9日	 県町村議会議長会
	 	 議長会議（議長）

	 15日	 町内企業訪問
	 	（産業建設常任委員会）
	 20日	 議会だより発刊
＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 29日	 議会広報研修会

	 30日	 町村自治に関する研修会（全議員）
〔11月〕
	 1日	 十日町市新市誕生20周年記念式典（議長）
	 1日	 県立津南中等教育学校20周年記念
	 	 式典（副議長）
	 3日	 津南町町制施行70周年記念式典（全議員）
	 6日	 全員協議会

＜津南町議会だんだんよくする懇談会＞
日　　時：10 月 22 日㈬　午後 1 時～５時
場　　所：大割野　まちなかオープンスペースだんだん
参加議員：久保田 等、風巻光明、石田タマヱ
テ ー マ：「ニュー・グリーンピア津南に関すること  ほか」

毎月 22日に開催します。毎月 22日に開催します。お気軽にご参加ください。お気軽にご参加ください。
テーマに限らずお話テーマに限らずお話
いただいて結構です。いただいて結構です。

■
対
象
駅

　

Ｊ
Ｒ
飯
山
線

　

豊
野
駅
、
飯
山
駅
、
戸
狩
野
沢
温
泉
駅
、

　

森
宮
野
原
駅
、
津
南
駅
、
十
日
町
駅
、

　

越
後
川
口
駅

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://iiyam
asen-ensen.com

/　
　

　

post-2124/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５

　

飯
山
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会

　

観
光
部
会
事
務
局

　
（
飯
山
市
役
所　

商
工
観
光
課
内
）

　

℡
０
２
６
９
‐
６
７
‐
０
７
３
１

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
、
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る

の
は
、
そ
の
年
（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
）
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で

す
。
（
そ
の
年
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ

た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

下
記
（
図
１
）
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
対
象
者
宛
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
大

事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自
身
の
国
民

年
金
保
険
料
に
加
え
、
そ
の
保
険
料
に

つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合
は
、

（
東
京
）
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。
）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

項番 対象者 送付時期

①
令和７年１月１日から令和７
年９月 30 日までの間に国民
年金保険料を納付したかた

郵送
令和７年 10 月下
旬から 11 月上旬
にかけて順次

②
項番①のうち、「ねんきんネッ
ト」において事前に電子送付
希望の登録を行ったかた

電子
送付

令和７年 10 月中
旬から 10 月下旬
にかけて順次

③

令和７年 10 月１日から令和
７年 12 月 31 日までの間に国
民年金保険料を納付したかた
（項番①の対象者は除きます）

郵送
令和８年
２月上旬

④
項番③のうち、「ねんきんネッ
ト」において事前に電子送付
希望の登録を行ったかた

電子
送付

令和８年
１月下旬から順次

議会コーナー

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
の
対
象
で
す
！

社
会
保
険
料
の
対
象
で
す
！
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　このコーナーは町内のかたで学術
文化・スポーツの部門にて全国大会
等に出場した人を紹介します。

◆情報提供をお待ちしています！
　各方面で全国レベルの大会等に出場されるかたをご存じのかたは情報をお寄せください。
　連絡先：教育委員会 生涯学習班（津南町公民館）　℡ 765-3134

令
和
７
年
８
月
22
日
～
26
日
開
催

（
開
催
地
：
東
京
都 

江
東
区
）

第
48
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会　

出
場

令
和
７
年
８
月
25
日
～
31
日
開
催

（
開
催
地
：
和
歌
山
県 

田
辺
市
）

第
15
回
全
日
本
大
学

女
子
硬
式
野
球
選
手
権
大
会 

出
場

令
和
７
年
９
月
３
日
～
７
日
開
催

（
開
催
地
：
埼
玉
県 

戸
田
市
）

第
52
回
全
日
本
大
学
ロ
ー
イ
ン
グ

選
手
権
大
会 

出
場

津
南
中
学
校
１
年

 

中
澤
　
杏あ

ん

俐り 
さ
ん
（
十
二
ノ
木
）

新
潟
医
療
福
祉
大
学
２
年

 

村
山
　
晏あ

ん 

さ
ん
（
割
野
）

筑
波
大
学
３
年

 

中
澤
　
仁ひ

と

成な
り 

さ
ん
（
中
深
見
）

おらどこの津南のしょおらどこの津南のしょ
～津南町から全国へ！ Brea

kthrough～

ガンバレ!

女
子
11
～
12
歳
自
由
形
50
ｍ
49
位

女
子
11
～
12
歳
自
由
形
２
０
０
ｍ
26
位

準
決
勝 

進
出

レース飛び込みの様子

COX（舵手）というポジションでチームとは逆向きに乗り込む。

９番セカンドで２試合フル出場
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津南病院津南病院 い ろ い ろ 発見!発見!

第16回

　肺がんは、男女ともに高齢になるにつれてその発生率が高くなり、特に 70 歳以上で顕著に増加
することがわかっています。また死亡率も年々増加しており、男性のがん死亡率では 1位に位置
しています。肺がんを早期に発見するために、津南病院人間ドックではオプションとして低線量
肺がん CT検査が受けられます。

以下のリスクを持つ人には低線量肺がん CT 検査の受診をおすすめします。
● 喫煙指数が 600 以上の人
　 「喫煙年数× 1 日の喫煙本数＝喫煙指数」です。
チェックしてみてください。
● 家族に肺がんの人がいる人
　血縁者に肺がん歴がある人は、いない人に比べ、
2 倍の肺がんリスクがあるといわれています。
● 有害物質を取り扱っている人（粉じん作業者など）

● 肺がんが心配な人
　40 歳以上で胸部レントゲン検査しか受けたことがない人
● 受動喫煙が気になる人

がん罹患数の順位（2020 年）
１位 ２位 ３位 ４位 ５位

総　数 大　腸 肺 胃 乳　房 前立腺

男　性 前立腺 大　腸 肺 胃 肝　臓

女　性 乳　房 大　腸 肺 胃 子　宮

がん死亡数の順位（2023 年）
１位 ２位 ３位 ４位 ５位

男女計 肺 大　腸 膵　臓 胃 肝　臓

男　性 肺 大　腸 胃 膵　臓 肝　臓

女　性 大　腸 肺 膵　臓 乳　房 胃

＝検査の留意点＝
偽陽性のリスク：CT 検査では、肺の結節が見つかることがありますが、必ずしもがんであると
は限りません。追加の検査が必要になる若しくは、経過を追う必要があることがあり、身体的
な負担や医療費がかかる可能性があります。
CT 検査は肺がんの早期発見において非常に重要な役割を果たしますが、検査を受ける際には利
点とリスクを十分に理解しましょう。

「肺がん」について



いきいき
大好き
津南町
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毎年 10 月は毎年 10 月は
がん検診受診率向上に向けたがん検診受診率向上に向けた

キャンペーン月間ですキャンペーン月間です

◆
日
本
人
の
2
人
に
1
人
は
が
ん
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。が
ん
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
身
近
な
病
気
で
す
。

　

医
療
の
進
歩
に
よ
り
、早
期
に
発
見
さ
れ
た

が
ん
は
、治
る
確
率
も
高
く
、さ
ら
に
軽
い
治

療
で
済
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
が
ん
を
早
期

発
見
す
る
に
は
、定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

が
ん
検
診
は
、職
場
や
病
院
、人
間
ド
ッ
ク

　

 

「
減
災
」と
は
、災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き

る
だ
け
小
さ
く
す
る
取
り
組
み
を
表
す
言
葉

で
す
。い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災

害
に
対
し
日
頃
か
ら
の
備
え
や

対
応
を
確
認
し
、準
備

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
家
が
、土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
か
ど
う
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」や
国
土
交
通
省「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」な
ど
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、避
難
の
際
に
ど
こ
に
ど
の
よ
う

に
逃
げ
る
の
か
、知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

避
難
指
示
の
発
令
に
留
意
し
、地
域
内
の
住

民
で
声
を
か
け
合
い
、早
め
に
近
く
の
避
難
所

な
ど
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
か
た
な
ど
避
難
に
時
間
が

か
か
る
場
合
は
、高
齢
者
等
避
難
の
発
令（
警

戒
レ
ベ
ル
３
）に
留
意
し
、移
動
時
間
を
考
え
て

早
め
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

新
潟
県
公
式
ア
プ
リ「
新
潟
県
防
災
ナ
ビ
」

で
は
地
域
ご
と
の
災
害
危
険
度
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、都
道
府
県
と
気

象
庁
が
発
表
す
る
防
災
情
報
で
す
。市
町
村

①
住
ん
で
い
る
場
所
が

　
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」か
確
認

③「
警
戒
レ
ベ
ル
４
」ま
で
に
全
員
避
難

②
雨
が
降
り
出
し
た
ら

　
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」に
注
意

土
砂
災
害 

編

新
潟
県
防
災
ナ
ビ

災
害
か
ら
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

『『
減減げ

ん
げ
ん

災災さ
い
さ
い

』』っ
て
な
あ
に
？

っ
て
な
あ
に
？

が
警
戒
レ
ベ
ル
４
避
難
指
示
を
発
令
す
る
目

安
と
な
る
情
報
で
、災
害
の
切
迫
度
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

都
道
府
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で

き
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
で
も
発
表

さ
れ
ま
す
。大
雨
に
よ
る
電
波
障
害
や
停
電
な

ど
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、携
帯
ラ
ジ
オ
を

持
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

の
ほ
か
、町
で
実
施
す
る
が
ん
検
診
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
の
町
の
が
ん
検
診
は
11
月
が
最
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
が
ん
検
診
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
か
た
も
、今
年
は
が
ん
検
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
11
月
の
健（
検
）診
の
ご
案
内

　

町
の
健（
検
）診
を
お
申
込
み
で
、ま
だ
受

診
さ
れ
て
い
な
い
か
た
を
対
象
に
、左
記
の
通

り
健
康
診
査
及
び
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、町
の
健（
検
）診
を
お
申
し
込
み
み
で
な

い
か
た
で
あ
っ
て
も
受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
健
康
診
査
及
び
胃
が
ん・肺
が
ん・

　

大
腸
が
ん・前
立
腺
が
ん
検
診

日
時
：
11
月
7
日
㈮

　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
11
時

　
　
　

11
月
8
日
㈯

　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
10
時
30
分

会
場
：
町
総
合
セ
ン
タ
ー

◉
乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
検
診

日
時
：
11
月
1
日
㈯

　
　
　

午
前
9
時
～
11
時

会
場
：
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課
健
康
班

　

℡
7
6
5
‐
3
1
1
4

今月は
滝沢 琴音

保健師

今月は
星名由紀子

保健師
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自
分
や
家
族
、身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ

た
ら
、ど
の
よ
う
に
生
活
し
た
い
と
考
え
る
で

し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
は
、脳
の
疾
患
に
よ
り
認
知
機
能

が
低
下
し
、日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
状

態
を
言
い
ま
す
。

　

身
体
が
不
自
由
な
か
た
が
杖
や
歩
行
器
、

車
イ
ス
を
使
っ
て
目
的
の
場
所
に
家
族
や
友

人
と
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、認
知

症
の
か
た
に
は
目
に
は
見
え
な
い「
支
え
」が

必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の「
支
え
」は
認

知
症
を
理
解
す
る
こ
と
、自
分
や
家
族
、身
近

な
人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
人
が
い
る
地
域

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

認
知
機
能
が
低
下
し
て
く
る
と
、今
ま
で

当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
上
手
く
行

え
な
く
な
り
本
人
も
周
囲
も
お
か
し
い
な
？

と
感
じ
ま
す
。認
知
症
へ
の
理
解
が
あ
れ
ば
、

早
め
の
受
診
相
談
や
認
知
症
予
防
の
取
り
組

み
が
で
き
、経
過
を

緩
や
か
に
し
、良
い

関
係
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

「さくら会」 「さくら会」 にに
　　 参加してみませんか　　 参加してみませんか

　
「
さ
く
ら
会
」は
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家

族
の
会
と
し
て
家
族
や
ご
本
人
、関
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
か
た
、介
護
を
卒
業
し
た
か
た

が
集
ま
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
悩
み
を
話
し

た
り
聞
い
た
り
す
る
会
で
す
。

　
「
さ
く
ら
会
」の
中
で
話
し
た
こ
と
聞
い
た

こ
と
は
外
に
持
ち
出
さ
な
い
こ
と
を
約
束
に

し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
か
た
の
思
い
や
行
動
に
つ
い
て
思

う
ま
ま
話
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。そ
の
中
で
気

持
ち
が
軽
く
な
っ
た
り
、関
わ
り
方
や
声
か
け

の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
た
り
、話
を
す
る
こ
と
で

理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。併
せ
て
介
護
の
こ
と
、

自
身
の
健
康
に
つ
い
て
の
話
題
も
出
ま
す
。認

知
症
の
こ
と
や
介
護
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
話
を
し
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
、

関
心
あ
る
か
た
へ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
認
知
症
の
か
た
を
地
域
で

見
守
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を

行
っ
て
い
ま
す
。認
知

症
が
あ
っ
て
も
、尊
厳

と
希
望
を
失
う
こ
と

な
く
、家
族
や
友
人
ご

近
所
の
人
た
ち
と
一
緒

に
、地
域
の
中
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
内
の
介
護
事
業
所
で
は
、認
知
症
の
か
た

と
の
交
流
や
事
業
所
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
活
動
と
し
て
、地
域
の
か
た
も
参
加
い
た

だ
け
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
か
た
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
予
定

　

11
月
18
日
㈫
、１
月
27
日
㈫
、

　

３
月
24
日
㈫

　

会
場
は
町
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター
にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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津
南
町
で
は
18
名
の
か
た
が
今
年
度
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
は
、
訪
問
を
希
望
さ
れ
た
か
た
の
ご
自
宅
を
十
日
町

地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
長
の
星
野
様
と
桑
原
町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

星
野
様
か
ら
は
内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
、
桑
原
町
長
か

ら
は
町
長
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

滝
沢
　
幸 

さ
ん

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
み
さ
と

小
林
ワ
カ
エ 
さ
ん

　
恵
福
園
な
か
つ

風
巻 

幸
代 

さ
ん
（
写
真
・
右
）

大
口 

フ
サ 

さ
ん
（
写
真
・
左
）

　
か
り
ん
の
里

田
中 

ト
ミ 

さ
ん
（
写
真
・
右
）

瀧
澤
ハ
ツ
イ
さ
ん
（
写
真
・
中
央
）

大
口 

チ
カ 

さ
ん
（
写
真
・
左
）

　
恵
福
園
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

朝あ
さ

焼や

け
の
角か
く

度ど

が
少す
こ

し
低ひ
く

く
な
り

光ひ
か
り

も
優や
さ

し
ち
ょ
っ
と
ず
つ
秋あ
き	

板
場
麻
実

小こ

雨さ
め

降ふ

る
榛は
る

名な

神じ
ん

社じ
ゃ

の
参さ
ん

道ど
う

を

君き
み

と
語か
た

ら
い
歩あ
ゆ

み
行ゆ

く
な
り	

江
村
美
智
代

夏な
つ

過す

ぎ
て
穫と

れ
た
る
新し
ん

米ま
い

子こ

に
送お
く

る

カ
レ
ー
に
す
れ
ば
と
野や

菜さ
い

も
入い

れ
て

	
小
島
香
代
子

新あ
た
ら

し
く
で
き
た
堤つ
つ
み

で
練れ
ん

習し
ゅ
う

す

合あ
い

図ず

に
合あ

わ
せ
吾あ

子こ

走は
し

り
出だ

す

	

（
風
菜
九
歳
）　

江
村
大
輔

ア
キ
ア
カ
ネ
群む

れ
て
飛と

び
か
う
青あ
お

空ぞ
ら

に

上じ
ょ
う

弦げ
ん

の
月つ
き

白し
ろ

く
浮う

か
び
ぬ	

津
端
恵
子

黄き

の
蝶ち
ょ
う

は
吾あ

の
足あ
し

音お
と

を
聞き

き
た
る
か　
　

秋あ
き

の
藪や
ぶ

よ
り
一い
っ

斉せ
い

に
立た

つ	

貝
澤
圭
子

白し
ろ

く
光ひ
か

る
入に
ゅ
う

道ど
う

雲ぐ
も

の
空そ
ら

の
中な
か

鳶と
ん
び

ゆ
っ
た
り
舞ま

ふう

昼ひ
る

下さ

が
り	

恩
田
久
美
子

土つ
ち

塗ま
み

れ
の
は
ぜ
か
け
の
稲い
ね

を
脱だ
っ

穀こ
く

す

機き

械か
い

う
な
り
て
土つ
ち

ぼ
こ
り
舞ま

う

	

（
２
０
２
４
・
秋
始
末
）　

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

分わ

け
て
置お

く
今き
ょ

日う

の
服ふ
く

薬や
く

そ
ぞ
ろ
寒ざ
む

縫ぬ

い
あ
げ
て
白し
ろ

妙た
え

か
ろ
き
菊き
く

枕ま
く
ら

	

房　

良

蚕か
い
こ

哀か
な

し
己お
の
れ

吐は

き
つ
ゝ
時と
き

に
惑ま
ど

う

工こ
う

事じ

夫ふ

の
フ
ァ
ン
付つ
き

ベ
ス
ト
膨ふ
く

ら
ま
せ

	

緑　

骨こ
っ

折せ
つ

の
肘ひ
じ

熱ね
つ

持も

ち
て
晩ば
ん

夏か

か
な

数か
ず

の
減へ

る
準じ
ゅ
ん

備び

の
人ひ
と

や
夏な
つ

祭ま
つ
り

	

壽　

子

新に
い

盆ぼ
ん

や
僧そ
う

侶り
ょ

読ど

経き
ょ
う

の
足た

袋び

白し
ろ

し

手て

花は
な

火び

の
赤あ
か

は
川か
わ

面も

で
揺ゆ

れ
に
け
り

	

守　

人

秋あ
き

茄な

子す

を
ひ
と
山や
ま

置お

け
ど
妻つ
ま

は
亡な

し

こ
お
ろ
ぎ
の
声こ
え

は
す
れ
ど
も
草く
さ

深ふ
か

し

	

渡　

舟

新に
い

藁わ
ら

と
魚さ
か
な

の
焦こ

げ
る
匂に
お

ひい

し
て

刈か
り

田た

の
道み
ち

の
辺べ

ゆ
っ
く
り
歩あ
ゆ

む	

小
野
寺
恒
代

雑ざ
っ

草そ
う

を
抜ぬ

き
た
る
庭に
わ

の
一ひ
と

処と
こ
ろ

ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
の
白し
ろ

の
際き
わ

立だ

つ	

高
橋
春
枝

呼よ
び

塩し
お

を
加く
わ

へえ

わ
ら
び
を
戻も
ど

し
をお

り

吾わ
れ

も
抜ぬ

き
た
し
人に
ん

間げ
ん

の
灰あ

汁く	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刺さ

さ
れ
た
る
蜂は
ち

に
ジ
ェ
ッ
ト
を
噴ふ
ん

射し
ゃ

す
る

短み
じ
か

き
命い
の
ち

に
我わ
れ

ら
し
く
無な

く	

中
村
武
子

ポ
ポ
ー
の
実み

今こ
と
し

年
も
歌と

友も

よ
り
届と
ど

き
た
り

戦せ
ん

後ご

に
亡ち

父ち

の
植う

え
し
木き

無な

く
も	

島
田
眞
之
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大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
妻

有 

２
０
２
５ 

夏
秋
」
も
11
月
９
日
㈰
で
閉
幕

と
な
り
ま
す
。
閉
幕
後
、
屋
外
に
あ
る
作
品
た

ち
は
雪
囲
い
さ
れ
、ま
た
来
年
の
雪
解
け
ま
で
、

会
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
鑑
賞
で
き
て

い
な
い
作
品
が
あ
る
か
た
は
、
お
早
め
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
屋
外
作
品
が
あ
る
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー

ク
津
南
で
は
、
駐
車
場
に
車
を
停
め
て
、
徒
歩

で
５
つ
も
の
作
品
を
見
て
回

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

家
族
い
っ
し
ょ
に
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

①
作
品
番
号　

②
作
家
名

③
作
品
名

①Ｍ０２４
②イ・ジェヒョ
③ 0121-1110 ＝ 109071

①Ｍ００３
②本間　純
③森

①Ｍ００１
②蔡　國強
③ドラゴン現代美術館

①Ｍ００５
②栗村　江利
③再生

①Ｍ００２
②ゲオルギー・チャプカノフ
③カモシカの家族

※大地の芸術祭公式ガイドブック引用

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
妻
有 

２
０
２
５ 

夏
秋
」
残
り
わ
ず
か
！

雪
が
降
る
前
に
、

芸
術
祭
を
楽
し
も
う
！
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増岡 陽一

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

農
業
の

知
識

豆

　

食
欲
の
秋
。
ぴ
か
ぴ
か
の
新
米
ご
は
ん
と

秋
の
味
覚
が
食
卓
に
並
ぶ
と
、
つ
い
ご
は
ん

を
お
か
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
法
律
上
、

新
米
の
表
示
が
で
き
る
の
は
収
穫
し
た
年
内

限
り
で
す
が
、
年
を
越
え
た
お
米
の
味
は
新

米
よ
り
落
ち
て
し
ま
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

●
新
米
よ
り
も
前
年
産
が
お
い
し
い
？

　

 

新
米
は
香
り
高
く
、
水
分
が
多
い
の
で
光

沢
が
あ
り
、
粘
り
と
コ
シ
が
あ
り
ま
す
。
糠

切
れ
も
良
い
の
で
水
加
減
を
間
違
え
な
け
れ

ば
最
高
に
お
い
し
い
ご
飯
で
す
ね
。
し
か
し

お
米
屋
さ
ん
で
は
、「
今
は
お
米
の
管
理
が
良

い
の
で
新
米
よ
り
も
年
明
け
後
の
方
が
お
い

し
い
」
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
す
。
新
米

は
ま
だ
お
米
が
水
っ
ぽ
く
、
味
が
薄
く
感
じ

ら
れ
る
も
の
の
、
水
分
が
落

ち
着
い
て
く
る
と
旨
み
や
甘

み
が
引
き
立
っ
て
く
る
こ
と

が
理
由
の
よ
う
で
す
。

●
お
米
は
い
つ
か
ら
お
い
し
く
な
る
？

　

 

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
料
亭
の
料
理
人
は
、

「
水
分
が
多
い
と
甘
み
や
味
が
ぼ
け
る
た
め
、

水
分
が
少
し
落
ち
つ
い
た
２
月
頃
の
お
米
が

お
い
し
い
」「
熟
成
さ
れ
た
魚
は
新
鮮
な
魚
と

は
別
の
お
い
し
さ
が
あ
る
よ
う
に
、
お
米
の

●
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
理
解
す
る

　

こ
の
よ
う
に
、
味
だ
け
で
み
れ
ば
新
米
が

「
一
番
お
い
し
い
」
と
は
一
概
に
言
い
切
れ
な

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
み
ず
み
ず
し
さ
や

香
り
な
ど
新
米
は
新
米
の
お
い
し
さ
が
あ
り
、

何
よ
り
も
初
物
を
い
た
だ
く
感
謝
の
気
持
ち

が
新
米
を
よ
り
お
い
し
く
感
じ
さ
せ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
新
米
も
年
を
越
え

た
お
米
も
、
そ
の
特
徴
と
良
さ
を
理
解
し
な

が
ら
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
日
本
人
は
新
米
を
心
で
味
わ
う

　

初
物
を
収
穫
の
喜
び
と
共
に
格
別
に
扱
う

の
は
日
本
人
の
精
神
性
を
強
く
表
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
は
「
炊
き
立
て
の
新
米
の
香
り
」

に
待
ち
わ
び
た
季
節
を
感
じ
、
豊
穣
に
感
謝

し
な
が
ら
「
新
米
を
心
で
も
味
わ
う
」
感
性

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
食

事
の
時
に
「
今
日
は
新
米
だ
よ
」
と
聞
い
た

途
端
に
改
ま
っ
て
ご
は
ん

の
香
り
を
嗅
い
だ
り
、
白

ご
飯
だ
け
で
味
わ
っ
た
り
、

ご
飯
へ
の
向
き
合
い
方
が

い
つ
も
よ
り
厳
か
に
な
り

ま
す
よ
ね
。

「
新
米
は
お
い
し
い
」は
本
当
？

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

　

こ
ん
に
ち
は
。中
津
地
区
担
当
の
増
岡
で

す
。昨
年
の
9
月
に
赴
任
し
ま
し
た
の
で
、２

年
目
に
入
り
ま
し
た
。赴
任
期
間
は
原
則
３

年
の
た
め
、あ
と
２
年
を
切
り
ま
し
た
。ま

だ
ま
だ
、み
な
さ
ま
に
知
っ
て
頂
い
て
い
な
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
、焦
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

４
月
か
ら
始
め
ま
し
た『
か
わ
ら
版 

つ
な
ん

で
す
ん
で
』、そ
れ
が
キ
ッ
カ
ケ
で
お
声
を
か

け
て
頂
い
た
り
、『
エ
ジ
プ
ト
』の
記
事
を
ご

覧
に
な
っ
て
お
茶
飲
み
に
呼
ん
で
頂
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、以
前
詰
所
の
旧
中
津
保
育
園
に
お
顔
を

出
し
て
頂
い
た
か
た
と
お
話
し
て
い
て
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て
、ど
ん
な
存
在
か
ご

存
知
で
す
か
？
」と
お
聞
き
す
る
と
、「
良
く

分
か
ら
な
い
。何
か
壁
を
感
じ
る
。」と
コ
メ

ン
ト
を
頂
き
、『
壁
か
～
』と
泣
き
そ
う
な
気

分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。『
地
域
お
こ
し

協
力
隊
っ
て
、何
を
し
に
来
て
い
る
』の
か
、良

く
分
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
？

　

広
報
誌
７
月
号
に
て
ご
紹
介
さ
れ
ま
し

た
が
、協
力
隊
の
先
輩
の
長
井
惇
子
さ
ん
が
、

協
力
隊
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
旧
蔵
カ
フ
ェ

さ
ん
の
建
物
で
ご
自
身
経
営
の
飲
食
店
と

兼
ね
て『
協
力
隊
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
所
』を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。み
な
さ
ま
と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
交
流
を
盛
ん
に
し
、み
な
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
ア
イ
デ
ア
を
模
索
し
て
い

く
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。現
段
階
の
案
で

は
、毎
週
水
曜
日
に
、現
役
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
誰
か
が
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
所
に

い
て
、み
な
さ
ま
と
交
流
を
図
る
試
み
を
致

し
ま
す
。是
非
、ふ
ら
～
っ
と
お
立
ち
寄
り

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。ま
た
、毎
月
第
４
金

曜
日
午
後
６
時
か
ら
都
度
テ
ー
マ
を
決
め

て
、み
な
さ
ま
と
お
話
を
す
る
機
会
を
設
け

て
参
り
ま
す
。（
第
一
回
は
10
月
24
日
）そ
し
て
、

毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
交
流
を
図
る
予
定
で

す（
第
一
回
は
11
月
8
日 
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
ま

す
！
）。今
後
、企
画
を
進
め
て
い
く
中
で
、み

な
さ
ま
の
笑
顔
に
接
す
る
企
画
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。み
な
さ
ま
か
ら
も
随
時
ご
意

見
や
ご
提
案
を
頂
戴
し
た
い
で
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
雪
の
気
配
を
感
じ
始
め
る
季

節（
ヘ
ク
サ
虫
が
先
で
す
か
ね
・・・
）で
す
が
、雪

囲
い
の
設
置
や
雪
掘
り
に
関
し
て
、私
が
出

来
る
こ
と
は
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、『
か
わ
ら
版　

つ
な
ん

で
す
ん
で
』に
ご
ざ
い
ま
す
連
絡
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旨
味
を
感
じ
る
の
も
年
明
け
か
ら
」
と
、
い

ず
れ
も
「
お
米
は
年
明
け
か
ら
お
い
し
く
な

る
」
と
の
意
見
で
一
致
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
差
を
私
た
ち
一
般
消
費
者
が
感
じ
ら
れ
る

も
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
プ
ロ
の
味
覚

的
に
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
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からのお便り

けい
ぎょう

　

田
畑
で
使
わ
れ
て
き
た
鍬
や
桶
、
釜

や
茶
箱
。
長
年
の
役
目
を
終
え
た
は
ず

の
農
具
た
ち
が
、
姿
を
変
え
て
音
楽
を

生
み
出
す 

。

　

そ
ん
な
驚
き
と
感
動
を
届
け
て
く
れ
る

の
が
「
越
後
妻
有
か
ぷ
か
ぷ
楽
団
」
で
す
。

　

こ
の
楽
団
で
は
、
農
具
や
民
具
を
自
ら

の
手
で
組
み
合
わ
せ
、
楽
器
と
し
て
よ
み

が
え
ら
せ
て
い
ま
す
。
演
奏
す
る
の
は
音

楽
の
専
門
家
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町

に
暮
ら
す
〝
地
域
の
人
々
〟
も
舞
台
に
立

ち
、
プ
ロ
の
演
奏
家
と
音
を
重
ね
る
こ
と

で
、
不
思
議
な
一
体
感
と
、
想
像
を
超
え
る

〝
音
の
化
学
反
応
〟
が
生
ま
れ
、
会
場
は

大
き
な
拍
手
と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

農
具
を
た
だ
使
い
捨
て
る
の
で
は
な

く
、
新
し
い
か
た
ち
に
変
え
て
未
来
に
つ

な
げ
る
。
そ
こ
に
は
「
暮
ら
し
を
受
け
継

ぎ
、
地
域
の
歴
史
を
未
来
に
手
渡
す
」
と

い
う
、
ま
さ
に
〝
継
業
〟
の
精
神
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
生
活
を
支
え
て
き
た
農
具
に

音
楽
は
人
を
元
気
に
す
る

　
　
　
　
　
　

パ
ワ
ー
が
あ
る

は
、
地
域
の
人
々
の
知
恵
や
工
夫
、
そ
し

て
日
々
の
営
み
の
記
憶
が
宿
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
道
具
が
音
楽
と
し
て
響
き
渡
る

と
き
、
私
た
ち
は
単
な
る
音
で
は
な
く
、

土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
の
記
憶
そ
の
も

の
を
聴
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

楽
譜
を
用
い
ず
、
「
ド
ン
ド
ン
」
「
カ

プ
カ
プ
」
と
い
っ
た
擬
音
で
リ
ズ
ム
を
伝

え
る
演
奏
ス
タ
イ
ル
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

音
楽
の
知
識
が
な
く
て
も
誰
も
が
参
加
で

き
る
そ
の
場
は
、
暮
ら
し
の
延
長
に
音
楽

が
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

音
楽
の
プ
ロ
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

〝
誰
も
が
一
緒
に
音
を
楽
し
め
る
〟
場
を

つ
く
る
―
―

　

そ
れ
こ
そ
が
か
ぷ
か
ぷ
楽
団
の
魅
力
で

す
。
地
域
の
多
様
な
人
々
が
集
い
、
手
作

り
の
楽
器
で
音
を
響
か
せ
合
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
一
体
感
と
、
そ
の
瞬
間
に
音
楽
の

〝
素
晴
ら
し
さ
〟
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

農
具
が
楽
器
と
な
り
、
人
と
人
を
つ
な

ぎ
、
暮
ら
し
の
歴
史
が
音
に
の
っ
て
未
来

へ
と
手
渡
さ
れ
て
い
く 

。

　

か
ぷ
か
ぷ
楽
団
の
活
動
は
、
地
域
に
息

づ
く
〝
暮
ら
し
の
継
業
〟
を
、
音
楽
と
い
う

か
た
ち
で
表
現

し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

■お問い合わせ　津南町下船渡戊 445-3　まちなかオープンスペースだんだん内
　継業エリアマネージャー　担当：緒方　℡ 070-9245-9754

　

11
月
22
日
㈯
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
会
場
に

津
南
町
親
善
水
泳
大
会
を
開
催
し
ま
す
。こ

の
大
会
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
水
泳
記
録
会
と

津
南
町
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
の
記
録
を
引

き
継
い
で
開
催
し
ま
す
。

〈
一
般
参
加
者
募
集
の
ご
案
内
〉

　

小
学
5
年
生
か
ら
成
人
の
か
た
で
定
期
的

に
水
泳
の
練
習
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
た
を

対
象
に
一
般
参
加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
…
11
月
22
日
㈯ 

午
前
９
時
～
午
後
２
時

●
参
加
料
金
…
１
種
目
に
つ
き
5
0
0
円

●
申
込
締
切
…
11
月
2
日
㈰

　

そ
の
他
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
大
会
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配

信
中（
T
a
p
つ
な
ん
）今
年
の
大

会
の
様
子
も
開
催
後
に
配
信

予
定
で
す
。

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
、酸
素
カ
プ
セ
ル
で

農
繁
期
疲
れ
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

　

怪
我
や
疲
労
の
回
復
、ス
ト
レ
ス
軽
減
、脳
の

活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。疲
れ

の
溜
ま
っ
て
い
る
か
た
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

か
た
に
お
す
す
め
で
す
。（対
象
は
中
学
生
以
上
）

■
料
金（
通
常
→
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
）

　

一 

般（
60
分
） 

３
，０
０
０
円
→
１
，５
０
０
円

　

一 

般（
40
分
） 

２
，０
０
０
円
→
１
，０
０
０
円

　

中
高
生（
60
分
） 

１
，５
０
０
円
→
１
，０
０
０
円

■
持
ち
物

　

バ
ス
タ
オ
ル（
大
き
い
も
の
）

　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル（
枕
に
敷
い
て
く
だ
さ
い
）

■
そ
の
他　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
へ
電
話
ま
た

は
受
付
で
予
約
が
必
要
で
す
。妊
娠
中
や
耳

抜
き
が
で
き
な
い
か
た
な

ど
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、心
配
な
か
た
は
予
め

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

施
設
修
繕
工
事
の
た
め
10
月
29
日
か
ら
10

月
31
日
の
3
日
間
、休
館
と
な
り
ま
す
。

■
各
種
お
問
い
合
わ
せ
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１
ま
で

第
６
回
津
南
町
親
善
水
泳
大
会
開
催

酸
素
カ
プ
セ
ル

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
休
館
日
の
お
知
ら
せ

残したいモノ
タレコミ大募集！

詳細はこちら

各種情報はホー
ムページでも掲
載しています。
QRコードからご
覧いただけます。
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日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、朝
晩
は
肌

寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。寒
さ
対
策
を
怠
ら
ず
に
お
身
体
に

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

10
月
は
読
書
週
間
が
あ
り
ま
す
。「
読

書
の
秋
」と
い
う
こ
と
で
、ぜ
ひ
公
民
館

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。た
く
さ

ん
の
か
た
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

～
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、深
呼
吸
～

・・
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
・・

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で
は
読

書
週
間
で
す
。開
催
期
間
は
も
と
も
と

「
文
化
の
日
を
中
心
と
し
た
２
週
間
」と

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、こ
の
運
動

が
全
国
的
に
広
が
っ
た
影
響
を
受
け
て
、

始
ま
り
の
10
月
27
日
は
2
0
0
5
年
か

ら「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」と
い
う
記

念
日
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、深
呼
吸
」が

今
年
の
標
語
で
す
。標
語
の
応
募
者
は

「
め
ま
ぐ
る
し
い
日
常
に
息
が
詰
ま
る

と
き
、私
は
本
を
開
き
ま
す
。心
が
震
え
、

た
め
息
を
つ
く
。ハ
ッ
と
気
が
つ
き
、息

を
の
む
。ひ
と
息
つ
い
て
、ま
た
め
く
る
。

そ
う
し
て
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
に
酸
素
が

満
ち
た
ら
、ど
こ
ま
で
も
遠
く
へ
泳
い

で
い
け
る
気
が
し
ま
す
」と
思
い
を
込

め
て
い
ま
す
。

　

面
白
い
シ
ー
ン
を
読
ん
で
い
る
と
、

つ
い
の
め
り
込
ん
で
し
ま
い
、息
を
す

る
の
も
忘
れ
る
。シ
ー
ン
が
変
わ
っ
て
、

一
息
つ
く
。ま
る
で
水
泳
の
息
継
ぎ
み

た
い
で
す
ね
。「
ど
こ
ま
で
も
遠
く
へ
泳

い
で
い
け
る
」と
い
う
の
は
物
語
の
終

わ
り
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
こ
の
先

の
人
生
の
事
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
と

こ
ろ
の
思
い
も
聞
い
て
み
た
い
で
す
ね
。

・・
読
書
週
間
の
前
史
と
は
じ
ま
り
・・

　
「
読
書
週
間
」の
源
流
は
、
1
9
2
4

年（
大
正
13
年
）に
な
り
ま
す
。大
量
の
出

版
物
が
消
失
し
た
、関
東
大
震
災
か
ら

の
復
興
期
に
、日
本
図
書
館
協
会
が
、全

国
で
読
書
の
鼓
吹
・
図
書
文
化
の
普
及
・

良
書
の
推
薦
な
ど
を
目
的
と
し
た
行
事

を
展
開
し
、の
ち
に「
図
書
館
週
間
」と

名
付
け
ら
れ
、年
中
行
事
と
し
て
定
着

し
ま
し
た
。し
か
し
、
1
9
3
9
年（
昭

和
14
年
）に
戦
時
下
発
令
の「
一
般
週
間

廃
止
令
」に
よ
り
、そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

そ
こ
か
ら
1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
、

終
戦
２
年
後
）、ま
だ
戦
火
の
傷
痕
が
い

た
る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
と
き
、「
読

書
の
力
に
よ
っ
て
、平
和
な
文
化
国
家

を
創
ろ
う
」と
公
共
図
書
館
や
新
聞
社

な
ど
が
決
意
を
ひ
と
つ
に
し
、第
１
回

読
書
週
間
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
今
に
至
り
、約
80
年
間
日
本
の
国
民

行
事
と
し
て
定
着
し
、日
本
は
世
界
有

数
の「
本
を
読
む
国
民
」の
国
と
な
り
ま

し
た
。（
読
書
推
進
運
動
協
議
会
の
発
行
誌
の

記
述
よ
り
引
用
）

■
休
館
日

　

10
月
27
日
㈪
、11
月
25
日
㈫

逆境を打ち破るイチローの名言

　2025 年にアジア人初の大リーグ殿堂入りを
果たしたイチロー選手。そんな人が描いた夢
を達成するために、積み重ねた努力や忍耐か
ら紡がれた言葉を辿る。きっとあなたの生きて
いく支えになるはずです。

桑
くわ

原
ばら

　晃
てる

弥
や

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『アルツハイマー病の一族』………………………… 原

はら

書房
●『人と人とのにんまりする話』………………岩波書店
●『令和米騒動』……………………………………………………………日経BP
●『精神科医が教える休みベタさんの休み方』
	 ………………………………………………………………………………………すばる舎
●『あんぱん 下』… ……………………………………………… 中

なか

園
ぞの

 ミホ
●『国宝』… ………………………………………………………………… 吉

よし

田
だ

 修
しゅう

一
いち

●『ブラックスワン』………………………………………… 相
あい

場
ば

 英
ひで

雄
お

●『職分』… ……………………………………………………………………… 今
こん

野
の

 敏
びん

【子どもの本】 
●『美しくない青春』…………………………………さ・え・ら書房
●『おばけたんてい花子さん』…………………………… 講談社
●『大谷翔平』… …………………………………………………………ポプラ社
●『それ犯罪かもしれない図鑑』…………………金の星社
●『だじゃれいぞうこ！』……………………… うえだ しげこ
●『パンダのたこやきやさん』……………… 小川 かなこ
●『パンどろぼうとスイーツおうじ』
	 ……………………………………………………………………………… 柴田 ケイコ
●『ミッケ！ ９』… …………………… ウォルター・ウィック

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−

10月の新着図書（HPでも検索できます）
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日
記

　

10
月
18
日
㈯
〝
う
も
れ
あ
〟
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
、

11
月
20
日
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

今
回
は
、〝
う
も
れ
あ
〟
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
ご
案
内
し
ま
す
。〝
う
も
れ
あ
〟
は
、

展
示
を
見
学
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な

使
い
方
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
学
芸
員
に
よ
る
館
内
説
明
の
あ

と
に
、
な
じ
ょ
も
ん
の
体
験
を
〝
う
も
れ
あ

〟
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
会
や

老
人
会
、
学
校
行
事
な
ど
に
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
（
事
前
に
ご
相
談
、
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
）

　

約
３
５
０
０
０
冊
の
蔵
書
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

本
の
貸
し
出
し
は

行
い
ま
せ
ん
が
、

閲
覧
室
で
ゆ
っ
く

り
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
閲

覧
室
に
は
コ
ピ
ー

　

１
階
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
の
一
角
に
は
、

自
学
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

開
館
中
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で

も
自
由
に
使
用

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

に
は
本
棚
が
あ
り
、
絵
本
や
貴
重
な
図
録

な
ど
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
図

書
室
の
蔵
書
の
中
か
ら
定
期
的
に
入
れ
替

え
を
し
て
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
本
に
触

れ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
な
ど
の
行
事
で
利
用

子
ど
も
会
な
ど
の
行
事
で
利
用

専
門
図
書
の
閲
覧

専
門
図
書
の
閲
覧

自
学
ス
ペ
ー
ス
で
勉
強
や
読
書

自
学
ス
ペ
ー
ス
で
勉
強
や
読
書

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
〝
う
も
れ
あ
〟
準
備
室

　

℡
７
５
５
‐
７
０
１
１

（
７
）

第
７
回
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　

研
究
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
発
表

　

学
校
外
で
も
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
ジ
オ
パ

ー
ク
や
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
良

さ
や
楽
し
さ
を
多
く
の
人
達
に
伝
え
て
い
け

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
実
施
し
て
い
る
の
が
、
苗
場
山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

今
年
度
も
津
南
町
・
栄
村
の
小
・
中
学
生

か
ら
応
募
（
共
同
出
品
あ
り
）
が
あ
り
、
創
意

工
夫
が
な
さ
れ
た
研
究
成
果
は
す
ば
ら
し
い

も
の
ば
か
り
で
す
。

　

９
月
18
日
に
審
査
が
行
わ
れ
、
津
南
中
等

教
育
学
校
１
年
生
の
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
内
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

そ
の
他
の
受
賞
作
品
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会

　

副
会
長
賞

　

津
南
小
学
校
６
年　

樋
口 

雄
星
さ
ん

　
「
火
焔
型
土
器
」

○
津
南
町
教
育
長
賞

　

津
南
小
学
校
１
年　

本
山 

未
遥
さ
ん

　
「
空
の
展
望
台
と
龍
ヶ
窪
に
つ
い
て
」

○
栄
村
教
育
長
賞

　

栄
小
学
校
６
年　

山
田 

駿
介
さ
ん

　
「
縄
文
時
代
の
栄
村
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長
賞

　

芦
ヶ
崎
小
学
校
２
年　

半
戸
蓮
太
さ
ん

　
「
石
図
か
ん
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
賞

　

栄
小
学
校
５
年
生　

杉
浦 

仁
さ
ん

　
「
今
泉
の
地
形
と
水
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
別
賞

　

上
郷
小
学
校
６
年　

八
重
沢 

光
さ
ん

　
「
秋
山
郷
巡
り
」

　

芦
ヶ
崎
小
学
校
４
年　

涌
井 

新
太
さ
ん

　
「
感
動
し
た
中
子
の
桜
」

　

津
南
小
学
校
６
年　

桑
原 

龍
禅
さ
ん

　
「
探
訪
!!
今
井
城
」

自学スペース

説明を聞きながら審査をしました。

図書閲覧室

ク
探
求
学
習
レ
ポ
ー
ト
集
」
が
苗
場
山
麓
ジ

オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

機
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
有
料
で
コ

ピ
ー
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
整
備
中
で
、
い
ず

れ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
図
書
検
索
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
認
定
10
周
年
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〇秋季企画展 「早津剛展－苗場山麓・秋山郷の民家－」
　会　期：9月6日㈯～11月30日㈰
　入場料：300円、中学生以下無料
　全国の茅葺民家を描き続けている早津剛氏が描いた、津南町・栄村に

かつて立ち並んでいた茅葺民家の絵画を展示します。

　当時の風景をどうぞご覧ください。

　<ギャラリートーク>　11月8日㈯　午後1時30分～３時

〇ドングリコーヒーづくり
　日　時：11月1日㈯　午前10時～12時
　体験料：500円　※友の会会員は半額　　対　象：小学3年生～大人
　縄文時代の遺跡からも確認されているドングリ。

なじょもんのドングリでコーヒーを作りましょう。

〇秋の自然観察会
　日　時：11月8日㈯　午前9時～11時
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　琥珀をピカピカに磨いて、勾玉のペンダントを作ります。

〇苗場山麓ぶらり旅 ～中津地区～
　日　時：11月15日㈯　午前9時～12時
　体験料：無料　　対　象：小学3年生～大人
　苗場山麓に精通した学芸員とともに、船山集落を歩きます。また、津南町歴史民俗

資料館と 10 月にオープンした津南町埋蔵文化財センターも見学します。

〇大人の石器づくり ～石槍～
　日　時：11月16日㈰　午前10時～12時
　体験料：500円　※友の会会員は半額　　対　象：小学5年生～大人
　黒曜石を鹿角のハンマーで打ち割り、当時と同じ手法で作る本格体験です。

展示の様子

ドングリコーヒー

秋の自然観察会

苗場山麓ぶらり旅

大人の石器づくり

11 月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈯ 10:00～12:00 ドングリコーヒーづくり 500 中学年以上

2日㈰ 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 2,500 10才以上

3日（月・祝） 13:00～16:00 バト帯づくり 1,000 高学年以上

8日㈯ 9:00～11:00 秋の自然観察会 500 低学年以上

9日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

15日㈯ 9:00～12:00 苗場山麓ぶらり旅～中津地区～ 無料 中学年以上

16日㈰ 10:00～12:00 大人の石器づくり～石槍～ 500 高学年以上

22日㈯ 10:00～11:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

23日㈰ 10:00～11:30 そば打ち 1,500 中学年以上

24日（月・休） 10:00～11:00 ろうそくのランタン 800 高学年以上

29日㈯ 10:00～11:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

30日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み初級編 1,000 中学年以上

N
ajom

on Inform
ation
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
上
郷
小
学
校
の
全
校
児
童
が
稲

刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。力
作
業
で
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、た
く
さ
ん
実
っ
た
稲
穂
に
、

児
童
た
ち
も
終
始
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

先
日
と
あ
る
試
験
を

受
験
し
た
際
、試
験
の
直

前
で
シ
ャ
ー
ペ
ン
が
壊
れ
て
使
え
な
く
な
り

ま
し
た
。慌
て
て
筆
箱
を
探
し
た
ら
、学
生
時

代
に
購
入
し
た
鉛
筆
が
一
本
入
っ
て
い
た
た

め
、難
を
し
の
げ
ま
し
た
。な
ん
で
も
か
ん
で

も
す
ぐ
捨
て
な
く
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。感
謝
の
意
を
表
す
た
め
に
、し
ば

ら
く
鉛
筆
を
使
お
う
と
思
い
ま
す
。	

樋
口

■人口8,283（−５）　男4,027（−１）　女4,256（−４）

■世帯数3,394（−８）　■転入／ 11　■転出／６　■出生／３　■死亡／ 13　■婚姻／０10月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

島田　二三さん	 （102歳・寺石）

渡邉ミヨシさん	 （89歳・反里口）

渡邊　　孝さん	 （85歳・見玉）

山田　マサさん	 （86歳・芦ケ崎）

大関　　延さん	 （90歳・上加用）

根津　スワさん	 （98歳・恵福園）

桑原　ヨキさん	 （105歳・城原）

村山　清一さん	 （90歳・正面）

私
が
さ
ま
ざ
ま
な

 

こ
と
を
お
伝
え
し
て

　
　
　

い
き
ま
す
！

　ぞくぞくと秋へと季節が進んでいる今日この頃。苗場山の方が赤く見え
てきました。寒暖差が激しいこの頃、皆さまお元気でお過ごしのことと存
じます。秋は、各地でイベントが目白押しですのでぜひご参加ください。
　今年は、町制施行70周年と冠したイベントを多く開催することができま
した。70周年の節目を振り返り、町の歴史や伝統、文化、誇りなどを再認
識し、未来世代へつないでいくため、「ゆき みず だいち つなんまち 70年
の歩みを未来へつなぐ」のテーマのもと、11月3日の文化の日、町文化セ
ンターで記念式典を行います。特別功労者表彰や津南中等教育学校卒業生
で起業家の「森の三方よし」の皆さんによる事例発表などを行う予定です。
司会は、津南町出身のUXアナウンサー高橋泉さんです。ぜひ、多くの町民
の皆さまからご参加いただきたくご案内します。
　また、同日、記念事業の一環として町役場駐車場で「第４回軽トラ市」や

「除雪車展示・試乗体験」、「木工教室」も実施します。ご家族で楽しめる内容
となっていますので、ぜひご来場ください。
　加えて、10月25日㈯には、フォトジャーナリスト安田菜津紀さんをお
迎えし、人権啓発講演会を町文化センターで開催します。安田さんは日曜
朝の報道番組でおなじみです
ね。11月1日㈯には、「にいがた
オーガニックフェスタ in津南
町」を開催し、県内の有機農産物
や加工品を販売するオーガニッ
クマルシェやキッチンカー、映
画「弁当の日」の上映がありま
す。こちらもぜひ足をお運びく
ださい。

〜〜２２
つつ

７７
なな

００
んん

ちゃんねる〜ちゃんねる〜

町長町長のの部屋部屋

津南町長　桑原　悠

樋口　士
し

朗
ろう

（豊郷）	 正志さん
	 泰子さん

志賀　結
ゆ

月
づき

（大割野）	 文也さん
	 莉那さん

津南町に関する防災・気象情報のほか、
生活情報などをメールにて配信しています！
■登録方法

2次元コードを読み込むか下記のメール
アドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@info.cous.jp

［登録用メールアドレス］
tsunan@cousmail-entry.cous.jp
■メール配信者表記について

防災メールの配信者表記は
「おしらせ つなん」となります。

津南町防災メールを
登録しよう！

2次元コード

前回の軽トラ市の様子

戸 籍 の 窓


